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第
二
波
の
襲
来
に 

コ
ロ
ナ
大
不
況
の
出
口
見
え
ず

　

日
銀
六
月
短
観
（
企
業
の
回
答
時
期
の
中
心
は

六
月
上
旬
、
四
～
五
月
の
状
況
を
反
映
）
に
よ
る

と
、
企
業
の
業
況
判
断
指
数
は
急
激
に
悪
化
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
落
ち
込
み
に
迫
っ
た
。
Ｖ

字
回
復
を
期
待
し
た
い
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
以
上

を
占
め
る
個
人
消
費
が
縮
小
し
は
じ
め
て
い
る
。

五
月
の
二
人
以
上
世
帯
の
消
費
支
出
は
前
年
同
月

比
一
六
・
二
％
減
で
、
四
月
の
一
一
・
一
％
減
よ

［特集］ コロナ危機を生き抜くために ②

り
悪
化
し
た
。
経
営
縮
小
・
倒
廃
業
→
雇
用
者
減

・
賃
金
減
→
個
人
消
費
縮
小
が
起
き
て
い
る
の
だ
。

し
か
も
、
コ
ロ
ナ
新
規
感
染
者
数
は
東
京
都
を
中

心
に
六
月
中
旬
か
ら
再
び
増
加
、
七
月
二
十
二
日

に
過
去
最
多
（
七
百
九
十
一
人
）
を
記
録
後
、
さ

ら
に
増
え
続
け
（
二
十
九
日
、
一
千
二
百
三
十
七

人
）、
感
染
拡
大
第
二
波
が
発
生
し
た
。
経
済
活

動
へ
の
ブ
レ
ー
キ
は
必
至
で
あ
る
。
日
本
が
頼
り

に
す
る
外
需
も
依
然
低
迷
し
（
六
月
輸
出
額
前
年

比
二
六
・
二
％
減
）、
本
稿
執
筆
時
の
七
月
末
現

在
、
不
況
の
出
口
は
い
ま
だ
見
え
な
い
。

　

日
銀
六
月
短
観
に
よ
る
と
中
小
企
業
の
業
況
は

大
企
業
を
上
回
っ
て
悪
化
し
、
し
か
も
大
企
業
が

次
期
四
半
期
に
今
期
よ
り
は
改
善
を
見
込
ん
で
い

る
の
に
対
し
、
中
小
企
業
は
一
層
の
悪
化
を
予
測

し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
中
小
企
業
が
な
す
す
べ
も

な
く
経
営
を
後
退
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

戦
略
的
に
コ
ロ
ナ
禍
と
闘
っ
て
い
る
中
小
企
業
も

少
な
く
な
い
。
戦
略
の
柱
は
「
資
金
確
保
」「
市

場
開
拓
」「
人
材
・
組
織
強
化
」
の
三
点
だ
。
以

下
で
は
主
に
「
中
小
企
業
家
同
友
会
景
況
調
査
二

〇
二
〇
年
四
～
六
月
期
」（
回
答
企
業
数
一
〇
六

八
社
）
を
利
用
し
、
中
小
企
業
の
闘
い
ぶ
り
を
描

い
て
み
る
。
中
小
企
業
家
同
友
会
（
六
月
一
日
現

在
会
員
数
四
万
六
七
〇
八
人
）
の
会
員
に
は
積
極

的
な
経
営
姿
勢
の
企
業
が
多
く
、
会
と
し
て
も

「
一
社
も
つ
ぶ
さ
な
い
」
を
標
語
に
コ
ロ
ナ
大
不

況
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
全
体
を
代

表
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
小
企
業
の
コ
ロ
ナ

禍
と
の
闘
い
を
分
析
す
る
に
は
ふ
さ
わ
し
い
対
象

で
あ
る
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
と
の
闘
い
に
は
当
然

感
染
対
策
が
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都

合
で
経
営
対
策
に
焦
点
を
当
て
る
。

雇
用
維
持
を
意
識
し
た
資
金
確
保
、 

余
力
も
み
ら
れ
る

　

中
小
企
業
が
金
融
機
関
に
資
金
繰
り
相
談
に
殺

到
す
る
姿
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
た
が
、
す
べ

て
の
中
小
企
業
が
慌
て
ふ
た
め
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
日
銀
六
月
短
観
に
よ
る
と
中
小
企
業
の

コロナ禍と闘う
中小企業
人間尊重経営と「場面情報」の察知
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資
金
繰
り
は
一
～
三
月
期
よ
り
悪
化
し
た
が
、
資

金
繰
り
Ｄ
Ｉ
（
資
金
繰
り
が
楽
と
す
る
企
業
割
合

と
苦
し
い
と
す
る
企
業
割
合
の
差
）
は
マ
イ
ナ
ス

一
％
ポ
イ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
三
月
短
観

で
は
プ
ラ
ス
八
％
ポ
イ
ン
ト
）。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
中
小
企
業
は
大
企
業
と
反

対
に
、
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
常
に
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た

が
、
図
表
❶
の
資
本
金
一
億
円
未
満
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
資
金
繰
り
難
を
き
っ
か
け
に
手
元
流
動
性
を

増
や
し
は
じ
め
た
。
結
果
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二

〇
年
一
～
三
月
期
ま
で
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス

に
転
じ
、
資
金
余
裕
の
あ
る
企
業
の
方
が
多
か
っ

た
（
事
例
❶
）。
そ
う
い
う
企
業
は
銀
行
借
入
も

容
易
だ
か
ら
、
早
々
に
借
入
を
実
行
し
、「
守

り
」
を
万
全
に
し
た
中
小
企
業
は
少
な
く
な
い
。

　

ち
な
み
に
前
記
同
友
会
調
査
で
は
日
銀
六
月
短

観
と
違
い
、
四
～
六
月
期
の
中
小
企
業
の
資
金
繰

部
分
は
既
存
の
経
営
資
源
を
適
用
し
た
短
期
開
発

だ
が
、
将
来
を
見
通
し
た
骨
太
の
開
発
も
見
ら
れ

る
（
同
⑥
）。

　

売
上
を
維
持
あ
る
い
は
大
き
く
は
減
ら
し
て
い

な
い
中
小
企
業
の
特
徴
は
、
最
終
需
要
が
分
散
し

て
い
る
中
間
原
料
を
扱
う
な
ど
、
産
業
連
関
の
上

流
に
位
置
し
、
ま
た
、
下
流
に
位
置
し
て
い
て
も

市
場
を
多
角
化
し
、
こ
れ
ら
に
よ
り
リ
ス
ク
分
散

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
感
染
対
策
需
要
、
テ

レ
ワ
ー
ク
需
要
、
巣
籠
も
り
需
要
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
新
た
な
生
活
様
式
と
働
き
方
に
発
す
る

需
要
は
、
多
く
の
産
業
分
野
に
関
連
し
て
い
る
。

多
角
化
部
門
の
一
角
が
そ
れ
に
属
す
れ
ば
売
上
後

退
は
防
げ
る
。
こ
れ
も
た
だ
の
幸
運
で
は
な
く
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
中
小
企
業
市
場
が
縮
小
す
る

り
は
前
期
よ
り
改
善
し
て
い
る
。
借
入
に
よ
る
資

金
確
保
の
成
果
だ
ろ
う
。
な
お
、
事
例
❶
の
中
の

②
～
④
の
よ
う
に
雇
用
維
持
を
資
金
確
保
の
狙
い

と
す
る
企
業
が
多
い
の
は
、
中
小
企
業
の
雇
用
維

持
努
力
と
し
て
注
目
し
た
い
。

「
新
た
な
生
活
様
式
」
に 

柔
軟
に
対
応
し
た
市
場
開
拓
も

　

図
表
❷
に
よ
る
と
、
対
前
年
比
で
み
た
四
～
六

月
期
の
売
上
動
向
は
大
幅
に
悪
化
し
た
。
し
か
し
、

売
上
増
加
と
横
ば
い
を
合
わ
せ
た
三
二
％
、
三
分

の
一
の
企
業
が
、
売
上
後
退
に
陥
っ
て
い
な
い
こ

と
に
も
注
目
し
た
い
。

　

不
況
下
で
売
上
を
伸
ば
せ
る
の
は
市
場
開
拓
に

成
功
し
て
い
る
か
ら
だ
。
図
表
❸
に
よ
る
と
、

「
経
営
上
の
力
点
」
の
ト
ッ
プ
は
「
新
規
受
注

（
顧
客
）
の
確
保
」「
付
加
価
値
の
増
大
」
で
、
中

小
企
業
が
市
場
開
拓
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
を
示

［特集］ コロナ危機を生き抜くために ②
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図表❶　規模（資本金）別手元流動性

事例❶　資金確保

（注）全産業には金融業、保険業は含まれていない。
出所：財務総合政策研究所・財務省「法人企業統
計調査」数値より再計算している。

①今まで好景気のため資産を保留してきまし
た。今から支出していくと思います（石川県、
建設業）

②新型コロナ対策融資で資金繰り改善、営業
が厳しい中での雇用維持（東京都、対事業
所サービス業）

③状況悪化を加味し、融資で約半年間の人件
費確保を行った（京都府、産業廃棄物処理）

④従業員を守るために資金確保。言葉は悪い
が借りるだけ借りる（京都府、料理・飲食業）

出所：「中小企業家同友会景況調査2020年4～6月
期」「経営上の力点（自由記述）」より抜粋（以
下同）

図表❷　売上高前年同期比実績

2020年 増加 横ばい 減少 DI（増加−減少）
1〜3月期調査 20％ 33％ 47％ -27
4〜6月期調査 13％ 19％ 68％ -56
出所：「中小企業家同友会景況調査」2020 年 1 〜 3月期、同 4〜 6月期

し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
下
で

の
市
場
開
拓
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
生
じ
た
新
需
要
に

対
応
し
た
も
の
が
多
い
。

飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

化
、
デ
リ
バ
リ
ー
化
も
そ

う
だ
が
、
製
品
開
発
で
は

感
染
防
護
関
係
が
圧
倒
的

に
多
い
（
事
例
❷
・
①
～

⑤
）。
ま
た
、
製
品
は
地

域
向
け
が
多
く
、
共
通
コ

ン
セ
プ
ト
に
よ
る
複
数
企

業
参
加
で
地
域
起
こ
し
を

狙
っ
た
も
の
も
あ
る
。
大
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に
好
機
と
し
、
経
営
革
新
に
取
り
組
む
企
業
に
も

目
を
向
け
た
い
（
同
⑦
）。

人
材
・
組
織
強
化
、
人
間
尊
重
の 

経
営
姿
勢
が
危
機
突
破
の
根
幹

　

中
小
企
業
の
経
営
資
源
の
中
心
は
人
だ
。
先
に

中
、
新
市
場
開
拓
に
努
め
て
き
た
企
業
が
大
不
況

に
も
抵
抗
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
き
く
売
上
が
減
っ
て
い
る
場
合
、

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」「
経
済
の
浮
上
を
待
つ
の

み
」「
廃
業
を
考
え
る
し
か
な
い
」
と
追
い
込
ま

れ
た
企
業
が
あ
る
の
も
確
か
だ
が
、
売
上
減
を
逆

資
金
調
達
の
目
的
と
し
て
雇
用
維
持
を
意
識
し
て

い
る
中
小
企
業
が
多
い
と
し
た
が
、
経
営
者
と
し

て
の
責
任
感
だ
け
で
な
く
、
人
を
活
か
さ
な
い
と

危
機
突
破
の
た
め
の
市
場
開
拓
も
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
図
表
❸
の
よ
う
に
、
中
小

企
業
は
「
人
材
確
保
」「
社
員
教
育
」
に
力
を
入

事例❷　市場開拓

①新型コロナ対策のビジネス商品を提案し、売上アップにつなげた（富山県、電気工事業）
②新しく新型コロナ対策商品の開発（ミスト）を立ち上げました（滋賀県、建設機械レンタル・
販売）

③スポーツウエア（水着）の材料を使って、マスクを開発し、既存の得意先へ販売でき、売上減
のカバーを少しできた（奈良県、スポーツウエア製造・販売）　

④マスク製造を新規事業として実施した。今後は、当面、コロナを抑制できる商品開発をする予
定（広島県、製造業）

⑤溶剤メーカーなのでエタノールの手指消毒剤を作り販売もできた。今後は詰め替え用の製造・
販売を考えている（愛知県、有機溶剤製造・販売）

⑥1～2年後の社会を見越し、新たな市場をつくり出すことに挑戦し続けている。「新しい事業ドメ
インの開拓」と「新製品の研究開発」を試みており、（略）2030年を目標に景気に左右されな
い事業を育成していく（東京都、産業用機械の開発・販売）

⑦4、5月の前年比売上70％以上減、6月以降も見通せない。経営をもっと尖らせるため、建築内
装から撤退、看板デザインに集中する。ドローン空撮による自社作品のプロモーション・ビデ
オの作成や従業員のデザイナーとしての自覚を求めていく（新潟、看板デザイン・建築内装企
画―筆者取材）
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出所：「中小企業家同友会景況調査」2020 年 4～6月期

図表❸　経営上の力点

れ
て
い
る
。
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
採

用
を
し
（
事
例
❸
・
①
～
③
）、
新
人
・

既
存
社
員
に
社
員
教
育
を
行
っ
て
い
る

（
同
④
⑤
）。

　

人
材
の
力
は
組
織
と
し
て
発
揮
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
柱
は
広
い
意
味

で
の
「
情
報
共
有
」
だ
。
市
場
情
報
、
技

術
情
報
の
共
有
密
度
を
高
め
、
組
織
と
し

て
市
場
開
拓
力
を
高
め
る
。
特
に
危
機
突

破
の
た
め
に
は
経
営
理
念
、
経
営
方
針
の

共
有
化
に
よ
り
社
員
の
ベ
ク
ト
ル
を
揃
え
、

一
丸
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
（
同
⑥

～
⑧
）。

　

本
誌
六
月
号
の
拙
稿
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
を
生
き
抜
い
た
中
小
企
業
は
従
業
員

を
コ
ス
ト
と
し
て
切
り
捨
て
ず
、「
自
己

資
本
」
と
し
て
「
蓄
積
」
し
た
と
述
べ
た

が
、
同
じ
光
景
が
見
ら
れ
る
。
人
間
尊
重

の
こ
の
経
営
姿
勢
こ
そ
が
中
小
企
業
の
危

機
突
破
の
根
幹
と
な
る
。

「
場
面
情
報
」
を
逃
さ
ず 

察
知
す
る
こ
と
の
重
要
性

　

す
べ
て
の
中
小
企
業
が
大
不
況
に
飲
み
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込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

最
後
に
こ
こ
ま
で
触
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
中
小

企
業
に
と
っ
て
の
「
場
面
情
報
」
の
重
要
性
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
「
金
属
加
工
で
で
き
な
い
も
の
は
な
い
」
を
モ

ッ
ト
ー
と
す
る
オ
グ
ラ
金
属
㈱
（
栃
木
県
足
利
市
、

三
三
〇
人
）
の
小
倉
乃
里
子
副
社
長
は
、
今
年
一

月
二
十
二
日
、
幕
張
メ
ッ
セ
の
国
際
展
示
会
に
い

た
。
ふ
と
気
づ
く
と
会
場
は
中
国
人
で
あ
ふ
れ
て

い
た
。
と
た
ん
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
恐
怖

に
襲
わ
れ
た
。
翌
日
出
社
し
、
緊
急
事
態
を
宣
言

し
た
が
社
員
は
と
ま
ど
っ
た
。

　

無
理
も
な
い
。
そ
の
七
日
後
の
二
十
九
日
、
日

本
で
第
二
次
感
染
者
確
認
、
中
国
・
武
漢
に
行
っ

た
こ
と
の
な
い
人
の
間
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
る

「
容
易
な
ら
ざ
る
事
態
」
へ
の
突
入
だ
。
そ
れ
で

も
ま
だ
多
く
の
日
本
人
に
は
他ひ

人と

事ご
と

だ
っ
た
。
そ

う
し
た
中
で
、
小
倉
氏
は
市
中
感
染
者
が
現
れ
る

一
週
間
も
前
の
一
月
二
十
二
日
に
感
染
の
危
険
を

身
体
感
覚
で
察
知
し
た
わ
け
だ
。
そ
し
て
、
自
身

も
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
肺
炎
の
苦
し
さ
を
口
を

酸
っ
ぱ
く
し
て
話
し
、
社
員
は
感
染
の
怖
さ
を
共

有
、
行
動
に
立
ち
上
が
っ
た
。

　

一
月
末
に
は
女
性
社
員
を
ト
ッ
プ
と
す
る
委
員

　

展
示
会
で
の
多
数
の
中
国
人
、
こ
れ
が
小
倉
氏

の
意
識
に
触
れ
た
と
た
ん
、
感
染
の
危
険
と
い
う

情
報
に
一
瞬
に
し
て
転
換
し
た
。
現
場
で
の
出
来

事
か
ら
生
ま
れ
た
「
そ
の
場
そ
の
場
で
発
生
す
る

情
報
」
を
「
場
面
情
報
」
と
呼
び
た
い
。
人
に
知

ら
れ
て
い
な
い
潜
在
需
要
を
察
知
す
る
の
も
、
顧

客
の
何
気
な
い
一
言
な
ど
か
ら
生
ま
れ
た
場
面
情

報
に
よ
っ
て
だ
。
本
か
ら
得
た
情
報
は
そ
の
本
を

読
む
人
は
皆
知
る
。
場
面
情
報
は
、
そ
れ
自
体
と

し
て
は
意
味
の
な
い
出
来
事
の
背
後
に
あ
る
も
の

を
一
瞬
に
察
知
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
も
の
だ
。

そ
れ
ゆ
え
、
創
造
的
な
独
自
の
情
報
で
あ
り
、
新

事
業
の
源
泉
と
な
る
。

　

オ
グ
ラ
金
属
は
平
素
か
ら
「
全
員
営
業
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
市
場
の
動
き
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
市

場
の
多
角
化
に
成
功
し
て
い
る
。
副
社
長
の
感
染

危
機
の
す
ば
や
い
察
知
も
、
こ
の
よ
う
な
経
営
体

質
の
表
出
と
い
え
る
。
中
小
企
業
に
は
固
有
の
不

利
も
あ
る
が
、
場
面
情
報
の
獲
得
は
人
が
市
場
や

生
産
の
現
場
に
密
着
し
て
い
る
中
小
企
業
の
ほ
う

が
大
企
業
よ
り
有
利
だ
。
こ
の
有
利
性
を
基
に
し

た
独
自
の
市
場
・
技
術
情
報
が
中
小
企
業
の
不
利

を
打
ち
破
り
、
そ
の
発
展
を
可
能
と
す
る
。
こ
の

不
況
下
で
の
市
場
開
拓
も
地
元
住
民
の
不
安
な
ど

か
ら
の
場
面
情
報
を
起
点
に
し
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
だ
。

　

社
員
を
自
己
資
本
と
位
置
付
け
る
人
間
尊
重
経

営
と
場
面
情
報
に
基
づ
く
独
自
市
場
の
開
拓
―
―

コ
ロ
ナ
禍
と
の
闘
い
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
中
小

企
業
経
営
の
あ
り
方
で
あ
る
。

［特集］ コロナ危機を生き抜くために ②

事例❸　人材・組織強化

①4月に新卒社員3名、中途社員が2名入社しました。1年後の会社の力
になるように教育に取り組んでおります（山梨県、衣料品卸・小売業）

②1月以降、正社員とパートをそれぞれ1名ずつ増員。採用を考えれば今
はチャンスと思う（愛知県、ベビー衣料製造）

③コロナ禍により雇用が停滞している中、積極的に人材の確保を行って
いる（静岡県、コンピュータソフトウエア開発）

④従業員の教育（専門知識の向上・整理整頓の徹底・マナーの向上・IT
技術の利用の高度化等）を積み重ねていく（東京都、建設業）

⑤コロナ後を見据えて職員の技能と教養（社会的課題をテーマとした広
告制作のため）の支援（京都府、グラフィックデザイン、ウェブ制作）

⑥コロナ禍により、従来からの仕事は、相当減りました。新たな分野を
拡大するために、全社員への意識改革を訴えてきていますが、すぐに
変われるものでもありません。何百回も何千回も訴え続けて、自力で
仕事が確保できる会社づくりを進めます（北海道、印刷）

⑦3月末に入社した新人を指導することを通して経営指針の全社的実践
に取り組みました。（略）社員が発言しやすい環境をつくり、対話を
通して労使が成長できるように努めます（島根県、OA機器販売）

⑧（支援制度の利用について）社員一人一人に何故そう考えたか？を伝
えている。経営者一人で決めるのではなく、必ず皆と共有し、（意見
を）傾聴した上での決断を心がけています。正直、今後どうなるのか
？不安もありますが、皆の笑顔を絶対になくさないよう努力あるの

　み!!（熊本県、セラミック研磨・加工）

会
が
設
置
さ
れ
、
衛
生

管
理
を
徹
底
し
始
め
た
。

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
入

マ
ス
ク
の
配
布
、
次
亜

塩
素
酸
水
噴
霧
器
の
増

設
、
手
指
消
毒
の
徹
底
、

昼
食
時
間
を
ず
ら
す

「
３
密
」
防
止
、
若
い

女
性
社
員
が
昼
食
前
と

帰
社
前
に
、
自
粛
と
注

意
点
の
全
社
放
送
も
始

め
た
。
こ
の
評
判
が
良

く
、
皆
で
乗
り
切
ろ
う

と
い
う
機
運
が
高
ま
っ

た
。
四
月
一
日
、
新
入

社
員
五
名
の
入
社
式
を

予
定
ど
お
り
に
行
う
こ

と
が
で
き
た
。


